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柏市では，昭和４０年代以降の急激な人口増加・都市化により，新旧住民
のコミュニティ形成や郷土意識の希薄化が課題となる中，昭和５０年代中頃
より，「ふるさと運動」と名づけられたコミュニティ施策を展開しました。これは，
新しく移住した人にとって，「ふるさと」と思えるようなまちにするという目的を
もったものです。

ふるさと運動

『みんなで心のかようまちづくり
ふるさと運動』より 1982



ふるさと協議会と町会等

各地域の活動者から成る「ふるさと協議会」と町会の大きく分けて
２種類の自治組織が存在しています。

１組織 ２０組織（地域） ２９７組織

ふるさと協議会

連合会
ふるさと協議会 町会

ふるさと協議会 自治会

区

人 口 ：422,385 人

世帯数：183,893世帯

町会等加入：124,352世帯

加入率 ：67.62%



ふるさと協議会連合会とは
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○概要
ふるさと意識の高揚及び地域課題の解決などを目的に，意見・

情報の交換，地域づくりの推進を行っています。
また，各ふるさと協議会の会長から構成され，役員は会長1名，

副会長2名，監事2名となっています。

詳細

役員・定例会の開催
役員会：会長が必要と認めるとき
定例会：原則年４回

地域づくり推進委員研修

市と地域のパイプ役，課題の洗い出し，相談役など地域によって役
割は様々。
昨年度：アンケート調査法，マップづくり
今年度：町会加入ポスター製作中

視察研修 山梨県甲府市にて意見交換会・施設見学

地域リーダー研修
「次世代の地域リーダーが地域づくりで必要なこと」をテーマに講演
会実施

町会加入チラシ
パンフレットの作成

カシワニを使用し，親しみやすさを基に作成

○主な活動



柏市が取り組む地域コミュニティづくりの現状について
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【ふるさと協議会とは】

地域づくりを行政とのパートナーシップ（協働）で実現する主要な組織

ふるさと協議会は，昭和５５年以降，地域の身近な近隣センターを活動拠点として，
ふるさと運動の推進及びコミュニティの育成を目的とする団体として，各２０地域に設
立されました。

ふるさと協議会は，町会・自治会・区役員のほか
老人会，子供会，制度ボランティアなど多様な構成
員からなる組織となっています。
また，協議会は町会等の枠を越えた地域コミュニ

ティづくりの中心的な担い手として，広報誌の発行
や夏祭り・文化祭など各種の事業を展開していた
だいているだけでなく，環境・保健福祉・防災・文化
など多岐の分野にわたり，地域住民の交流や行政
の各般にわたり協力をいただいている団体です。



【ふるさと協議会の構成と役割】
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【構成】
ふるさと協議会は，地域住民や各種住民団体の意志が十分尊重されなければ

なりません。このため，構成は地域によって若干異なっていますが，概ね町
会・自治会の役員はもとより，子供会，老人会，青少年育成団体，婦人団体，
ＰＴＡ，消防・防犯関係団体などの諸団体や地域ボランテイアで組織していま
す。

地域の人々の交流を通じて住み良い地域をつくる

【役割】
これまで，運動会，文化祭，たこ上げ大会，環境美化運動，防災訓練，敬老会な

ど様々な事業を通じて，地域住民のふるさと意識の醸成にその役割を果たしてきま
したが，今後は，高齢少子社会を踏まえて，コミュニティエリア内の地域福祉を担う
地区社会福祉協議会や安全安心のまちづくりのための防犯交通安全組合等の団
体間の調整などに中心的な役割を担う地域のまちづくりを代表する組織としての運
営が望まれています｡
このことは，当該団体の活躍によって町会・自治会などのいわゆる地縁組織への

負担を軽減し，地域ボランテイア・市民活動団体の育成に努めることで近隣セン
ターを核としたコミュニティづくりに寄与することが期待されています。

柏市が取り組む地域コミュニティづくりの現状について②



ふるさと協議会の役割
～町会の枠を超えた地域コミュニティづくりの担い手～

ボランティア活動者 町会防災担当者

地域に合った活動
を検討したい

他の町会とも意見
交換したいな
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ふるさと協議会組織化の経緯等（ふるさと運動の推進）
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都市化
昭和４０年代以降の経済の高度成長，首都圏近郊という
地理的条件により，人口の急増・都市化

郷土意識の希薄化 市民相互の連帯感・郷土意識の希薄化

「ふるさと運動」の提唱
心のふれあういきいきとした住み良いまちづくりを市民と
行政が一体となって推進していく「ふるさと運動」を提唱

１ 内部組織 「ふるさと運動推進本部」（昭和５４年：庁内推進組織）

２ 外部組織 「ふるさと運動推進協議会」（昭和５４年：民間諮問機関）

３ 住民組織 (1) 「ふるさとづくり協議会」（昭和５５年：各地域に設立）

現在の「ふるさと協議会」

(2) 「近隣センター連絡会議」（昭和５５年：「協議会」の連絡組織

現在の「柏市ふるさと協議会連合会」）



ふるさと協議会の主な活動

活
動

町会・自治会等の枠を越えて、地
域コミュニティづくりの中心的な担
い手として、近隣センターを拠点に
多岐にわたった事業に取り組んで
います。

地域課題の解決，

広報誌発行

視察研修

防災訓練

ゴミゼロ運動

夏まつり

運動会

敬老会

文化祭等 9

（田中地域ふるさと協議会のたなかっ子祭り）

（松葉町地域ふるさと協議会の防災訓練）



ふるさと協議会組織構成
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ふるさと協議会組織構成（実例）

田中地域ふるさと協議会ＨＰより



地区社会福祉協議会について
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地区社会福祉協議会
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【地区社会福祉協議会とは】

地区社会福祉協議会の設置は，平成８年から千葉県社会福祉協議会の地区社会
福祉協議会設置促進組織充実の重点的な取り組みを受け，平成９年には市の指導
の下，平成１０年度以降に各地区に地区社会福祉協議会が設置されました。
通称“地区社協”と呼ばれ、住民が主体となり住民同士の支えあい助けあいの仕組

みづくりを展開する自主的な組織です。
柏市内２２地区に設置され、住民の生活課題を発見・把握し解決につなげていく役

割をもっています。

【役割】

柏市社会福祉協議会の小地域福祉活動を進めるために，より身近な地域で地域に
密着した福祉実践活動を担っているのが地区社会福祉協議会です。

平成１７年以降，ふるさと協議会との一本化がすすめられ，現在ではふるさと協議
会の福祉部門を担っています。
【組織】

町会・自治会・区役員のほか老人会，医療福祉団体関係者，制度ボランティアな
ど多様な構成員からなる組織となっています。

平成１３年には，「より地域に密着した活動をする」ためにふるさと協議会の専門
部である保健福祉部より分離しましたが，地域課題の多様性や課題解決を目指す
総合的な組織の必要性，人的・資金的側面から非効率性が課題となってきたため
平成１７年の合併を契機に一本化がすすめられました。



ふるさと協議会と地区社会福祉協議会
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ふるさと協議会 地区社会福祉協議会

種別 任意団体

目的 住み良いまちづくり 共に支えあう地域社会づくりの推進

区域

コミュニティエリア

地域特性，住民意識等を勘案し町
会・自治会・区割りを基本に区分

コミュニティエリア

民生員児童委員協議会エリア区分

活動拠点 近隣センター

活動
相互扶助活動，地域課題の解決，行
事を通じた連帯意識の醸成

相互扶助活動，地域の保健福祉課題の
解決，地域ボランティアの育成

分野 保健福祉・環境・体育文化 保健福祉

構成員
町会等・制度ボランティア・地域市民
団体

町会等・制度ボランティア・医療福祉関係
機関

財源
市補助金 町会等負担金 市社会福祉協議会助成金 会費・募金・

寄付金等

設立 Ｓ５５年 Ｓ６２年

ふるさと協議会と

地区社会福祉協
議会

地域住民の参加による住み良い地域づくりを推進する点は共通の目
的



ふるさと協議会と地区社会福祉協議会一本化

組織名 目的

ふるさと協議会
市のコミュニティ施策「ふるさと柏」の創造を基本理念にふるさ
と意識の醸成及びコミュニティの育成を目的。

地区社会福祉協議会
地域福祉の推進を図る目的。

共通目的 地域住民の参加による住み良い地域づくりを推進する。

地域住民の参加による住み良い地域づくりを推進する点は共通の目的であり

ふるさと協議会と地区社会福祉協議会は，平成１７年度の合併を契機に一本
化がすすめられ，現在は，ふるさと協議会の福祉部門を地区社協が担う形とな
りました。
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地区社協組織構成



市・社会福祉協議会からの補助等制度
柏市ふるさと運動補助金 コミュニティづくり事業

ふるさと
協議会

文化祭，運動会，スポーツ大会，地区祭り，
広報活動，環境美化運動，地域特性に応じ
た事業及び協議会の運営 対象経費の

１００分の８
の額

限度額

９００，０００円

多世代交流事業，人材育成・発掘事業

ホームページ推進事業，防災・防犯事業

他団体との協働事業

限度額

３００，０００円

(政策的)

地区社協助成金

地区社
会福祉
協議会

基本事業費 基礎額 ３００，０００円

人口規模 １５０，０００円

地区別計画推
進費

地区別計画に基づいた懇談会を年１回以
上実施

５０，０００円

広報・ＰＲ費
広報１回発行５０，０００円以内で上限１５
０，０００円以内

上限

１５０，０００円

人材育成費
一般講座，担い手，福祉教育，スキルアッ
プ，ネットワークの内，１項目あたり３０，０
００円以内で上限１５０，０００円

１５０，０００円
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組織名 活動財源

ふるさと協議会連合会 各ふるさと協議会より年額９，０００円負担金

ふるさと協議会
各町会等から負担金(各ふるさと協議会規約等による)
行政より補助金を支出
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ふるさと協議会等負担金

【負担金等】

②各ふるさと協議会：会則，負担金規定に基づき各町会等に負担金をお願いして
います。
例：①基礎部分 各町会一律20,000円

②比例部分 各町会の加入世帯数×30円

①ふるさと協議連合会：各ふるさと協議会より負担金をお願いしています。
連合会負担金9,000円
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